
扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧
　　事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他
（議会費・労働費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
18
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金
諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

181 億 6248 万円

依
存
財
源

自
主
財
源

あ
る
所
得
譲
与
税
な
ど
に
よ
り
７
２

９
５
万
円
の
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
も
災
害
復
旧
事

業
に
よ
り
１
億
３
８
１
５
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
全
体
と
し
て
は
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
、
普
通
建

設
事
業
費
、
維
持
補
修
費
、
積
立
金

な
ど
が
減
少
し
、
災
害
復
旧
費
や
補

助
費
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
職
員
手
当
の
削
減
や
議

員
定
数
の
減
に
よ
り
１
億
７
６
６
５

万
円
の
減
、
公
債
費
は
昨
年
度
に
繰

上
償
還
を
実
施
し
た
た
め
１
０
億
５

５
３
８
万
円
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
補

助
事
業
で
約
１
億
２
２
９
１
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
単
独
事
業
を

約
３
億
９
１
５
９
万
円
抑
制
し
、
約

２
億
６
８
６
８
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
維
持
補
修
費
に
つ
い
て

は
、
暖
冬
に
よ
り
除
雪
経
費
が
大
幅

に
減
額
と
な
り
約
１
億
９
５
３
０
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
災
害
復
旧
費
は
凍
上
災

害
や
豪
雨
災
害
に
よ
り
約
６
億
３
７

７
１
万
円
の
増
と
な
り
、
補
助
費
に

つ
い
て
は
、
町
単
独
補
助
金
の
一
律

20
％
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
の
公
債
費
償
還

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
負
担
金
の
増

に
よ
り
約
４
１
４
９
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

【財政用語解説】

自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、
財産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入し得る財源

依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方
譲与税、地方債など、自主財源以外の収入

町税：町民税、固定資産税などみなさんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない
収入

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべて
の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供でき
るようにするために、国が地方公共団体の一般財源と
して配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から
の補助金など

町債：資金調達などのための長期借入金

人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員
給与、地方公務員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児
童福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持する
ために支出される経費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金および一時借入金の合算額

普通建設事業費：道路、学校など公共用または公用施
設の建設事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外
の消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費
（消耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、
備品購入費など

補助費：各種団体への補助金、奥能登クリーン組合や
宇出津病院への負担金など

繰出金等：一般会計と特別会計、または特別会計相互
間で支出される経費 平成 18年度

平成 17年度

18 億 1809 万円

構成
比
（％
）

11.
5

構成
比
（％
）

16.
2

10.
9

7.8
2.8
9.1

6.9

22.
4

12.
4

147 億 2379 万円

16 億 9576 万円

23 億 8699 万円

15 億 9925 万円

11 億 5592 万円

4億 1205 万円

13 億 3632 万円

10 億 985 万円

33 億 956 万円

12 億 3578 万円

35 億 3300 万円

25 億 6637 万円

15 億 7966 万円

12 億 3397 万円

6億 1275 万円

16 億 3601 万円

10 億 7101 万円

43 億 6499 万円

178 億 3354 万円

19.
8

14.
4

8.9

6.9

3.4

9.2

6.0

24.
4

7.0

平成 17 年度 構成
比
（％
）平成 18年度 構成

比
（％
）

147 億 2379 万円

178 億 3354 万円

25 億 3238 万円

7億 5691 万円

33 億 954 万円

11 億 9654 万円

9072 万円

17 億 6622 万円

24 億 7630 万円

1078 万円

13 億 8925 万円

1億 9716 万円

17.
2

5.1

22.
5

8.1

0.6

12.
0

16.
8

0.1
9.4
1.4

27 億 903 万円

7億 7346 万円

43 億 6492 万円

14 億 9941 万円

2億 8602 万円

17 億 2473 万円

27 億 4498 万円

3億 6028 万円

17 億 3845 万円

15 億 536 万円

1億 2690 万円

15.
2

4.3

24.
5

8.4

1.6
9.7

15.
4

2.0

9.8

8.4
0.7

平成 17 年度 構成
比
（％
）

■歳入決算額の構成

平成 18年度 構成
比
（％
）

17 億 744 万円
6億 2370 万円１億 2441 万円4億 5137 万円

72 億 7000 万円

11 億 9784 万円

7億 8805 万円

20 億 9450 万円

7億 4232 万円

149 億 9963 万円

4.20.8

3.0

48.
5

8.0

5.3

14.
0

4.8

11.
4

17 億 3587 万円

20 億 5665 万円

4億 2677 万円

9514 万円

75 億 1871 万円

10 億 5969 万円

7億 8858 万円

38 億 1170 万円

6億 6937 万円

11.
3

2.3
0.5

41.
4

5.8

4.4

21.
0

3.7

9.6

181 億 6248 万円

平成 18年度  決算報告

一歳歳

9 億 9799 万円 6.8
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平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政

活
動
の
た
め
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
来

て
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
公
表
し
ま
す
。

　
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
４

９
億
９
９
６
３
万
円
、
歳
出

総
額
は
１
４
７
億
２
３
７
９
万
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
２
億

７
５
８
４
万
円
の
黒
字
で
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
す
べ
き
財
源
６
９
１
万

円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
２
億
６
８

９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
全
体
と
し
て
は
町
税
、
地

方
交
付
税
、
繰
入
金
、
町
債

な
ど
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
、
地
方

譲
与
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
が
増
加

し
ま
し
た
。

　

町
税
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
に

よ
る
減
な
ど
に
よ
り
２
８
４
３
万
円

の
減
、
地
方
交
付
税
は
特
別
交
付
税

の
合
併
算
定
経
費
の
段
階
的
な
割
落

と
し
な
ど
に
よ
り
２
億
４
８
７
１
万

円
の
減
、
繰
入
金
は
昨
年
度
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
繰
上
償

還
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
減
、
町

債
も
地
方
債
発
行
の
抑
制
や
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
税
源
移
譲
財
源
で



経
常
収
支
比
率
は
昨
年
度
の
１
０
４
・
７
％

か
ら
99
・
７
％
と
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
得
な
が
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た

昨
年
度
実
施
し
た
公
債
費
の
繰
上
償
還
に
よ
る
影

響
や
職
員
手
当
の
削
減
な
ど
の
措
置
、
暖
冬
に
よ

る
除
雪
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
５
・
０
ポ
イ
ン
ト

減
と
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
財
政
危
機
を
完
全
に

脱
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
来
か
ら
の
財
政
指
標
で
あ
る
起
債
制
限
比

率
も
17
・
5
％
か
ら
16
・
1
％
と
１
・
４

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
17
年
度

決
算
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
た
「
実
質
公
債
費
比

率
」
と
い
う
指
標
で
は
23
・
2
％
と
非
常
に
高
い

比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
会
計
や
特

別
会
計
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
公
債
費
の
負
担

状
況
や
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
も
の
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
町
全
体
の
借
金
（
公
債
費
）
の
実
質
負
担
割

合
の
数
値
で
す
。

能
登
町
総
合
計
画
に
は
福
祉
・
教
育
施
設
、

情
報
通
信
基
盤
、
広
域
道
路
網
、
上
下
水

道
の
整
備
な
ど
、
今
後
町
債
が
必
要
と
な
る
事
業

が
た
く
さ
ん
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
財
政

健
全
化
の
た
め
に
は
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
公
債
費
の
計
画
的
な
繰
上
償
還
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
町
債
を
で
き
る
だ
け
抑
制

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
一
つ
の
町
と

し
て
適
正
な
財
政
規
模
と
な
る
よ
う
行
政
改
革
大

綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
定
員
適
正
化
計
画
を
強

力
に
推
進
し
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や

行
政
組
織
の
改
編
、
公
共
施
設
の
統
合
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度

決
算
報
告

■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 5億 7844 万円 5億 7502 万円 342 万円
国民健康保険（保険事業勘定） 28 億 4315 万円 27 億 6180 万円 8135 万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 806 万円 777 万円 29 万円
老人保健 31 億 7214 万円 31 億 7214 万円 ー
介護保険（保険事業勘定） 23 億 7619 万円 22 億 6437 万円 1億 1182 万円
介護保険（サービス事業勘定） 8089 万円 7943 万円 146 万円
観光施設 9344 万円 9334 万円 10 万円
公共下水道事業 10 億 6224 万円 10 億 6218 万円 6万円
農業集落排水事業 7億 763 万円 7億 754 万円 9万円
漁業集落排水事業 8855 万円 8848 万円 7万円
浄化槽整備推進事業 7347 万円 7274 万円 73 万円
簡易水道事業 5億 3095 万円 5億 3085 万円 10 万円

■企業会計決算の状況
区　　　分 収　入 支　出 収　支

水道事業会計
収益的収支 4億 1239 万円 3億 8920 万円 2319 万円
資本的収支 7億 4717 万円 9億 3958 万円 △ 1億 9241 万円

病院事業会計
収益的収支 24 億 35 万円 25 億 9392 万円 △ 1億 9357 万円
資本的収支 1億 4305 万円 1億 8826 万円 △ 4521 万円

第３回

定例会

議
会
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区　　分

起債制限比率
【財政構造の健全性】

　　　15％～ 20％→要注意
　　　20％以上→危険

実質公債費比率
【借金の実質負担割合】

18％～ 25％→警戒・適正化計画策定
 25％以上→一部町債借入制限

経常収支比率
【財政の健全性】

　　　　70％～ 80％→妥当
　　　　 80％以上→要注意

平成 18 年度 16.1％（未発表） 23.2%（18.3%） 99.7％（未発表）

平成 17 年度 17.5％（11.9％）
23.9％（17.0％）
[22.5％ ]※２   　  　　

104.7％（93.4％）

平成 16 年度 17.3％（11.9％） 　ー　 （   ー   ） 102.1％（92.2％）

　　財政指標から見る能登町の財政状況（経常収支比率は 5.0ポイントの改善）

※１　（　）内は県内平均値
※２　平成 17 年度公表の実質公債費比率は 22.5％でしたが、今年度算定方法の改定があり再計算した結果は 23.9％となります。

議
案
13
件
、
認
定
14
件
を
上
程

　

能
登
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、

９
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
8
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
議
案

13
件
、
平
成
18
年
度
各
会
計
決
算
の

認
定
14
件
が
上
程
さ
れ
、
議
案
に
つ

い
て
は
各
常
任
委
員
会
に
、
決
算
認

定
は
組
織
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
13
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
請
願

2
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
追
加

発
議
と
し
て
、
道
路
整
備
促
進
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
な
ど

4
件
が
追
加
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
付
託
さ
れ
た
決
算
の
認
定

14
件
は
休
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案

：

13
件
】

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
▼
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
億
９
３
７
１
万
9
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
１
４
５
億
３
１
７
５
万

８
千
円
と
す
る
。
主
な
内
容
は
、
中

越
沖
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害

復
旧
費
１
億
５
０
１
万
５
千
円
の
追

加
な
ど

平
成
19
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
19
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
19
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

平
成
19
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
19
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
１
号)

平
成
19
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
▼
修
学
資
金
貸
付
金

４
８
０
万
円
を
追
加
し
資
本
的
支
出

を
１
億
７
４
９
３
万
４
千
円
と
す
る

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
能
登
町

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事

業
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
１
基
の

浄
化
槽
を
複
数
の
使
用
者
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
、
料
金
な
ど
は
公
共

下
水
道
条
例
を
準
用
す
る

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護
師
等
修

学
資
金
貸
与
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
看
護
師
確
保
の
た
め
、
修
学
資
金

貸
与
制
度
を
創
設
す
る
。
月
額
５
万

円
が
貸
与
さ
れ
、
貸
与
を
受
け
た
期

間
以
上
宇
出
津
総
合
病
院
で
勤
務
し

た
場
合
に
償
還
が
免
除
さ
れ
る

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▼
十
郎

原
・
黒
川
辺
地
の
簡
易
水
道
配
水
管

の
更
新
事
業
に
辺
地
対
策
事
業
債
を

充
当
す
る
た
め
の
計
画
変
更

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い

て
▼
埋
立
て
に
よ
り
生
じ
た
土
地

（
字
宇
出
津
ク
字
に
接
す
る
地
先
公

有
水
面
71
・
46
㎡
）
の
確
認

字
及
び
小
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
▼
新
た
な
土
地
の
字
の
区
域
を
定

め
る

【
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算

：

14
件
】

①
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
②
有

線
放
送
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
③
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
④
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑤
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑥
観
光
施

設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑦
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
⑧
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑨
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
⑩
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑪
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
⑫

水
道
事
業
会
計
決
算
、
⑬
病
院
事
業

会
計
決
算
、
⑭
珠
洲
市
・
能
登
町
環

境
衛
生
組
合
歳
入
歳
出
決
算

（
す
べ
て
平
成
18
年
度
）

【
採
択
さ
れ
た
請
願

：

2
件
】

町
道
認
定
及
び
改
良
工
事
に
関
す
る

請
願
▼
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
る
農

道
の
改
良
・
舗
装
を
求
め
る
も
の

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
山
せ
み
荘
」

の
存
続
を
求
め
る
請
願
▼
地
域
住
民

の
健
康
増
進
と
高
齢
者
の
交
流
の
場

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

「
山
せ
み
荘
」
の
存
続
を
求
め
る

【
可
決
さ
れ
た
発
議

：

4
件
】

道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

国
の
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
▼
教
育
予
算

を
国
全
体
と
し
て
、し
っ
か
り
確
保
・

充
実
さ
せ
る

能
登
地
区
の
県
立
高
校
統
合
案
に
反

対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
▼

能
都
北
辰
高
校
、
能
登
青
翔
高
校
は

今
後
の
町
政
発
展
の
核
に
な
る
も
の

で
あ
り
2
校
の
統
合
案
に
断
固
反
対

す
る

原
子
力
防
災
対
策
の
強
化
及
び
周
辺

地
域
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

決算特別委員会
〈委員長〉　  山﨑元英
〈副委員長〉久田良平
〈委　員〉　  菊田俊夫、石岡安雄、
　　　　　  奥成壯三郎、椿原安弘

町政一般質問を傍聴する小間生地区老人会のみなさん



水
源
地
域
と
し
て
の
誇
り

　

内
浦
エ
リ
ア
の
水
源
、
九
里
川
尻
川
の
上

流
に
位
置
す
る
国
重
地
区
に
平
成
3
年
、
町

か
ら
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
）
整
備
の
話

が
あ
っ
た
。「
水
源
を
抱
え
る
国
重
地
区
か

ら
下
水
道
を
整
備
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

町
か
ら
の
説
明
だ
っ
た
。
当
時
町
内
会
長

だ
っ
た
中
山
さ
ん
は
「
上
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
下
水
道
を
整
備
す
る
の
は

お
か
し
い
と
思
っ
た
が
、
水
源
を
抱
え
て
い

る
地
域
と
し
て
協
力
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
地
区
で
の
話
し
合
い
の
中
で
も

は
っ
き
り
と
し
た
反
対
意
見
は
な
く
「
お
金

が
か
か
る
け
ど
み
ん
な
一
緒
に
協
力
し
て
や

ろ
う
」と
い
う
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
。

　

結
果
、
ほ
と
ん
ど
が
く
み
取
り
式
の
ト
イ

レ
だ
っ
た
と
い
う
国
重
地
区
19
世
帯
は
、
全

世
帯
が
下
水
道
に
接
続
し
接
続
率
１
０
０
％

と
な
っ
た
。

　
「
国
重
は
山
口
ダ
ム
を
抱
え
、
水
源
に
位

置
す
る
と
い
う
こ
と
で
『
水
』
に
対
す
る
意

識
が
高
い
地
域
」
と
話
す
現
町
内
会
長
の
吉

村
さ
ん
。「
町
の
補
助
も
あ
っ
て
入
り
や
す

か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
っ
た
が
、
今
思
う
と

み
ん
な
ま
と
ま
っ
て
入
っ
て
く
れ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
。
よ
く
や
っ
た
と
思
う
」
と
誇
ら

し
げ
に
話
す
。

水
環
境
が
目
に
見
え
て
良
く
な
っ
た

　

全
世
帯
が
加
入
す
る
こ
と
で
生
活
排
水
が

側
溝
や
川
に
流
れ
な
く
な
っ
た
国
重
地
区
で

は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
環
境
に
変

化
が
現
れ
始
め
た
と
い
う
。中
谷
さ
ん
は「
家

の
周
り
の
環
境
が
ま
ず
変
わ
っ
た
。
ハ
エ
や

蚊
が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
っ
た
し
悪
臭
も
な

く
な
っ
た
」
と
話
し
、
吉
村
さ
ん
も
「
こ
こ

数
年
で
ト
ン
ボ
や
魚
の
種
類
も
増
え
て
い

る
」
と
感
じ
る
と
い
う
。
中
山
さ
ん
は
「
農

薬
の
基
準
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
と
下
水
道

の
相
乗
効
果
で
水
環
境
が
良
く
な
っ
て
い

る
。
一
度
は
減
っ
た
ホ
タ
ル
の
数
も
年
々
増

え
て
い
る
」
と
話
す
。

　

水
源
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
高
い
意
識
と

地
域
の
ま
と
ま
り
で
全
世
帯
が
下
水
道
に
加

入
し
た
国
重
地
区
。
ホ
タ
ル
以
外
に
も
貴
重

な
動
植
物
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、

「
環
境
を
守
る
下
水
道
」
と
い
う
こ
と
を
実

証
し
て
く
れ
て
い
る
。

専用の紙以外

　　
　　

　
　
　
　
　
　 　　

内
浦
エ
リ
ア
で
最
初
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
国く

に
し
げ重
地
区
、

水
源
地
域
と
し
て
地
区
が
ま
と
ま
り
全
世
帯
が
接
続
。

油類は排水管がつまる最大の原因です。また、
処理施設でも微生物などが死んでしまい、

汚水が浄化されにくくなります。油類は直接流さ
ず固めたり、染み込ませて燃えるごみとして処分
してください。
　野菜くずや残飯なども排水管に流さないように
しましょう。

トイレットペーパーは専用（巻紙）のものを
使用してください。ティッシュペーパーは

水に溶けにくいので使用できません。
　紙おむつやビニール、たばこの吸い殻などは絶
対に流さないでください。

みなさんのお宅を訪問し、排水設備の点検・
清掃・消毒などを行う業者がいます。事実

と違う説明をして清掃を勧誘したり、詳しく説明
せずに作業を行った後で、高額の料金を請求され
る場合がありますので注意が必要です。
　排水管が汚れていてもすぐに清掃する必要はあ
りません。流れている様子を定期的に自分で確認
するようにしてください。

台所では

トイレでは

風呂や洗面所では、無駄な水を使わないよう
にしましょう。髪の毛などもできるだけ流

さないようにして
ください。固いも
のやシャンプーの
容器なども流さな
いでください。

風呂・洗面所では

悪質業者から身を守る！

下
水
道
接
続
率
１
０
０
％
・
国
重
地
区

吉村安弘さん
（現・町内会長）

中山吉男さん
（前・町内会長）

中谷幸夫さん
（生産組合長）

国重地区の川沿いに飛び交うホタル
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はじめよう、下水道のある暮らし②

下水道

「守る」

① 

知  

る

② 

守  

る

③ 

繋  

ぐ

下水道処理施設の整備には、
たくさんのお金がかけられて
おり、みなさんの大切な財産
ともいえます。

処理施設を守ることが、町の
豊かな自然を守ることにもつ
ながります。

自然を守り、
処理施設を守る。

下水道特集２回目は「守る」
をテーマにします。

　 10 月 1日は『浄化槽の日』

問下水道課  ☎ 72-2507

　

来
月
号
で
は
「
繋
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、

下
水
道
へ
の
接
続
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



ー Vol.16 ー

元治元年（1864）　  鳳至郡鵜川村（現能登町字鵜川）に生まれる
明治 16 年（1883）　鵜川小学校教員となる
明治 19 年（1886）　北海道に渡り、翌年函館商船学校入学
　　　　　　　　　（函館商船学校は明治 23 年に東京商船学校と合併）
明治 26 年（1893）　東京商船学校卒業、日本郵船株式会社に入社
明治 27 年（1894）　日清戦争で御用船に乗り込む。功により勲六等に叙せられる
明治 33 年（1900）　北清事変で御用船に乗り込む。功により勲五等に叙せられる
明治 36 年（1903）　6月に青森・函館・室蘭間の連絡船、東海丸の船長に
明治 36 年（1903）　10 月 29 日、ロシア貨物船プログレス号と衝突し殉職、享年 38

※石碑建立までの歴史
明治 36 年（1903）　鵜川小学校同窓会総会で「鵜川港埠頭に記念灯台の建設」を
　　　　　　　 　　決議するも、日露戦争勃発で決議倒れに
大正 3年（1914）　「久田船長銅像建設運動」が起こり募金活動が始まるが、大正 5
　　　　　　　　　 年の大洪水、翌 6年の大火事で断念
昭和 8年（1934）　8月に「久田船長建碑会」を組織
　　　　　　　　   10 月 29 日、殉難 30 周年追悼大法要営まれ、気運が高まる
　　　　　　　　   漁業関係者により鵜川港沖合いから海石が見卸ノ浜へ
昭和 9年（1935）　台座が陸揚げされる
　　　　　　　　   県知事より菅原神社境内に石碑設置の許可
　　　　　　　　   5 月、題字が届く（内閣総理大臣  斎藤  実書）
　　　　　　　　   9 月 22 日に除幕式、「久田船長碑」が設置される

昭和 12 年から 21 年までの国
定教科書に「久田船長」が掲
載された
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境
内
に
石
碑
建
つ

　

鵜
川
菅
原
神
社
拝
殿
の
横
に
、
高

さ
6
・
6
ｍ
、
幅
1
・
2
ｍ
の
巨
大

な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
題
字
に
は

「
久
田
船
長
碑
」
の
5
文
字
と
「
海

軍
大
将
子
爵
斎
藤
実
書
」
と
あ
る
。

斎
藤
実ま
こ
と
は
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
、

一
国
の
総
理
が
一
船
員
の
石
碑
の
題

字
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
異
例
で

あ
り
大
変
な
こ
と
だ
。
こ
の
題
字
を

実
現
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、

鵜
川
の
人
た
ち
の
久
田
船
長
に
対
す

る
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
石
碑
に

は
建
立
年
月
日
も
、
建
設
者
の
名
前

も
、
何
一
つ
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

　
「
こ
れ
で
い
こ
う
。
こ
れ
に
付
け

加
え
る
言
葉
は
な
い
」。

　

昭
和
9
年
に
石
碑
を
建
立
し
た
同

志
た
ち
は
、「
久
田
3

3

船
長
碑

3

3

3

」
の
5

つ
の
文
字
に
す
べ
て
の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
。

鵜
川
か
ら
世
界
へ

　

久
田
船
長
（
名
は
佐
助
）
は
、
元

治
元
年
（
１
８
６
４
）
11
月
30
日
、

鳳
至
郡
鵜
川
村（
現
能
登
町
字
鵜
川
）

に
生
ま
れ
た
。
父
佐
助
（
久
田
家
は

代
々
佐
助
を
名
乗
っ
て
い
た
）
は
宇

出
津
の
紙
子
家
か
ら
入
っ
て
久
田
家

を
継
い
だ
人
で
、
佐
助
が
8
歳
の
時

に
死
亡
し
た
。

　

母
の
手
で
育
て
ら
れ
た
佐
助
は
、

鵜
川
小
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
継

ぎ
な
が
ら
原
勤
堂
の
門
に
入
り
儒
教

を
教
わ
る
。
し
ば
ら
く
鵜
川
小
学
校

の
教
員
と
な
る
が
、
23
歳
の
と
き
に

北
海
道
に
渡
る
こ
と
を
決
意
し
辞

職
、
辞
表
に
は
「
函
館
商
船
学
校
入

学
の
た
め
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

商
船
学
校
で
6
年
間
の
勉
強
を
終

え
た
佐
助
は
、
日
本
郵
船
株
式
会
社

に
入
社
し
、
国
内
の
航
路
は
も
と
よ

り
、
横
浜
・
上
シ
ャ
ン
ハ
イ海

間
、
神
戸
・
天テ
ン
シ
ン津

間
な
ど
の
航
路
に
も
従
事
し
た
。
そ

の
間
、
各
船
長
の
本
社
へ
の
報
告
に

は
、
い
ず
れ
も
技
術
が
優
秀
で
将
来

有
望
な
海
員
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

な
い
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
商

船
学
校
卒
業
後
、
わ
ず
か
4
年
半
で

一
等
運
転
士
と
な
っ
た
佐
助
は
明
治

36
年
6
月
、
38
歳
の
と
き
に
青
森
・

函
館
・
室
蘭
間
の
定
期
連
絡
船
「
東

海
丸
」
の
船
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。

命
を
懸
け
た
非
常
汽
笛

　

明
治
36
年
10
月
28
日
午
後
10
時
、

東
海
丸
は
青
森
か
ら
函
館
に
向
け
て

出
港
し
た
。
津
軽
海
峡
特
有
の
濃
霧

が
海
上
を
覆
い
、
前
日
か
ら
の
雨
は

雪
に
変
わ
り
吹
雪
と
な
っ
て
吹
き
荒

れ
て
い
た
。
東
海
丸
は
絶
え
ず
汽
笛

を
鳴
ら
し
な
が
ら
進
行
し
て
い
た

が
、
29
日
午
前
4
時
30
分
ご
ろ
突
然

ロ
シ
ア
の
貨
物
船「
プ
ロ
グ
レ
ス
号
」

が
右
手
に
現
れ
衝
突
さ
れ
た
。

　

久
田
船
長
は
、
吹
雪
、
轟
音
、
絶

叫
の
中
で
乗
組
員
を
指
揮
し
、乗
客
・

乗
員
す
べ
て
を
5
艘
の
ボ
ー
ト
に
乗

せ
た
。

　
「
皆
よ
く
や
っ
て
助
か
っ
て
く
れ
」

と
叫
び
な
が
ら
自
分
の
体
を
欄
干
に

結
び
つ
け
、
非
常
汽
笛
を
鳴
ら
し
な

が
ら
船
と
と
も
に
海
に
沈
ん
だ
。
久

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
父
と
呼
ば
れ

る
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
ェ

ル
氏
が
久
田
船
長
に
つ
い
て
少
年
た

ち
に
残
し
た
言
葉
が
あ
る
。

　
「
こ
の
船
長
が
選
ん
だ
道
に
よ
っ

て
世
界
の
人
々
は
さ
ら
に
船
に
対
す

る
信
頼
、
船
長
に
対
す
る
信
頼
を
深

め
た
。
日
本
の
久
田
船
長
は
世
界
の

名
船
長
で
あ
る
」。

※
参
考
文
献　

能
都
町
史
第
5
巻
＝

通
史
・
人
物
誌
編

田
船
長
が
ボ
ー
ト
に
移
る
こ
と
は
簡

単
だ
っ
た
。
し
か
し
一
人
で
も
多
く

助
か
る
た
め
に
は
、
行
き
過
ぎ
た
プ

ロ
グ
レ
ス
号
や
陸
上
か
ら
の
救
援
を

受
け
る
し
か
な
い
。
船
長
は
そ
の
唯

一
の
手
段
と
し
て
、
非
常
汽
笛
を
鳴

ら
し
続
け
る
こ
と
を
決
断
し
た
の

だ
。
結
果
、
乗
員
乗
客
１
０
４
人
の

う
ち
過
半
数
が
助
か
っ
た
。

伝
え
続
け
る
顕
彰
会

　

久
田
船
長
が
遭
難
し
て
か
ら
今
年

で
１
０
５
年
。
地
元
鵜
川
で
は
、
遭

難
直
後
か
ら
一
度
も
休
む
こ
と
な
く

追
悼
式
典
が
行
わ
れ
、
唱
歌
「
久
田

船
長
」
が
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
。
現

在
は
「
久
田
船
長
顕
彰
会
」
が
中
心

と
な
り
、
毎
年
10
月
29

日
に
石
碑
の
前
で
碑
前

祭
を
行
っ
て
い
る
。
顕

彰
会
会
長
の
河
合
元
一

さ
ん
は
、
前
身
で
あ
る

「
久
田
船
長
建
碑
会
」

会
長
で
あ
っ
た
父
親
の

意
志
を
受
け
て
、
公
民

館
と
共
同
で
碑
前
祭
を

開
催
し
て
い
る
。

　

河
合
さ
ん
は
「
鵜
川

の
先
輩
た
ち
が
久
田
船

長
の
行
動
を
顕
彰
し
、

伝
え
続
け
て
き
た
。
自

分
た
ち
の
先
輩
に
こ
ん

な
人
が
い
た
ん
や
よ
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
、
郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て
欲

し
い
」
と
考
え
て
い
る
。
久
田
船
長

の
行
為
に
つ
い
て
は
「
人
間
と
し
て

な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
。
そ
の
精

神
は
自
分
で
も
持
っ
て
い
た
い
」
と

話
す
。

偉
大
な
る
マ
ン
ネ
リ

　
「
久
田
船
長
は
偉
大
な
人
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
語
り
伝
え
て
い
る
鵜
川

の
人
た
ち
は
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
」。

昭
和
48
年
の
70
年
祭
に
招
か
れ
た
東

京
商
船
大
学
学
長
の
言
葉
に
河
合
さ

ん
は
感
動
し
た
と
い
う
。

　

今
年
で
１
０
５
回
目
を
迎
え
る
久

田
船
長
碑
前
祭
に
つ
い
て
河
合
さ
ん

は
「
何
も
変
わ
っ
た
こ
と
は
出
来
な

い
。
マ
ン
ネ
リ
と
言
わ
れ
て
も
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

今年で 105 回目を迎える碑前祭では、地元
小学生が国定教科書を朗読し、唱歌を合唱
する



草
木
染
め
教
室
で
は
思
い
思
い
の
色
に
染
め
上
げ
た
布

を
使
っ
て
シ
ョ
ー
ル
な
ど
を
制
作
し
ま
す

能登町立秋吉公民館
字秋吉7-57　☎・℻ 72-0006
■地区世帯数 144　■人口 425

今年のさくら祭りは４月 15 日に開かれ、約 100 人が集ま
りバーベキューなどを楽しみました

－公民館通信－
第 4号

教　室　名 開　催　日 時　間

コーラス・ママレモンズ 毎週月曜日 19:30 ～

フレッシュテニス教室 毎週水曜日 9:30 ～

民謡教室 第１・３金曜日 9:00 ～

大正琴教室 第２・４火曜日 13:30 ～

生花教室 第２土曜日 9:30 ～

お茶教室 第１土曜日 9:30 ～

押し花教室 第３木曜日 19:30 ～

手芸教室 毎週木曜日 9:30 ～

俳句教室 第２土曜日 9:30 ～

草木染め教室 第１金曜日 9:00 ～

木目込み教室 第４土曜日 9:00 ～

客
人
を
も
て
な
す
心
を
養
う
茶
道
。
日
本
が
誇
る
「
茶

の
道
」
に
親
し
む
お
茶
教
室
の
様
子

能都地区

内浦地区

柳田地区

・秋吉公民館

　

町
内
に
15
あ
る
公
民
館
の
う
ち
、
地
区
世
帯

数
が
最
も
少
な
い
秋
吉
公
民
館
。
九く
り
か
わ
し
り

里
川
尻
、

清き
よ
ざ
ね真
、
秋あ
き
よ
し吉
、
河か
が
た
に

ヶ
谷
の
４
つ
の
町
内
を
合
わ

せ
た
地
区
が
秋
吉
地
区
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
吉
公
民
館
で
は
出
前
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
年
間
を
通
じ
て
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
こ
の
地
に

伝
わ
る
伝
統
行
事
や
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
研
究
す
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
18
年
に
は

優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
要
望
に
合
わ
せ
た
活
動
を
続
け

て
い
る
秋
吉
公
民
館
で
す
が
、
近
年
で
は
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
行
事
も
で
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
方
の
力
で
新
し
い
方
向
性
も
見

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、

人
数
が
少
な
い
町
内
に
対
し
て
ほ
か
の
町
内
の

選
手
が
出
場
し
た
り
、
若
い
こ
ろ
は
選
手
で
な

ら
し
た
と
い
う
地
元
の
先
輩
も
応
援
に
駆
け
つ

け
る
な
ど
、
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
大
会

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
町
内
対
抗
と
い
う
形

態
を
と
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
も
創
意
工
夫

し
、
公
民
館
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
内
の
親
睦

を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
未
来
の
公
民
館
活
動

の
あ
り
方
と
し
て
重
要
な
こ
と
で
す
。
参
加
者

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
公
民
館

行
事
の
全
て
の
存
続
を
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な

く
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
活
動
方
法
も
新
し

い
形
へ
と
導
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

秋
吉
公
民
館
で
最
も
盛
り
上
が
る
行
事
と
い

会
、
そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
に
よ
り
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
力
強
く
書
か
れ
た
「
が
ん
ば
ろ
う
能
登
」
の

横
断
幕
も
掲
げ
ら
れ
、
例
年
に
な
い
ほ
ど
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

秋
吉
公
民
館
で
は
小
さ
い
地
区
な
ら
で
は
の

連
帯
感
を
大
切
に
、
故
郷
に
誇
り
を
も
つ
地
域

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
の
教

室
や
講
座
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
枠
を

越
え
、
あ
な
た
の
新
し
い
生
涯
学
習
と
の
出
会

い
の
場
と
し
て
一
度
秋
吉
公
民
館
を
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

え
ば
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る「
さ
く
ら
祭
り
」

で
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
公
民
館
周
辺
の
桜
が

満
開
に
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て
催
さ
れ
ま
す
。

　

体
育
館
で
は
各
町
内
ご
と
の
出
し
物
や
歌
、

踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
各
教
室
で
制
作
し
た

作
品
展
や
紙
ひ
こ
う
き
飛
ば
し
大
会
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。
桜
の
下
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

も
開
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒

に
楽
し
み
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
う
け
て
、
内
容
を
一
部
変
更
、
自
粛
し
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
「
こ
ん
な
と
き
こ
そ
地
震
の
被
害
に
負
け

な
い
気
持
ち
を
」
と
言
う
願
い
を
込
め
て
、
当

初
の
予
定
ど
お
り
各
町
内
の
青
壮
年
団
や
婦
人

182007.10  № 32 19



鮮
や
か
に
描
か
れ
た
9
基
の
巨
大
な
袖
キ

リ
コ
が
、
御
船
神
社
に
続
く
階
段
を
担

ぎ
上
げ
ら
れ
る
。「
本
当
に
こ
こ
を
袖
キ
リ
コ

が
登
る
の
か
？
」と
疑
う
ほ
ど
細
く
急
な
階
段
。

「
よ
い
と
し
ょ
ー
。
よ
い
と
し
ょ
ー
」

　

慎
重
に
、
そ
し
て
力
強
く
、
囃
子
に
合
わ
せ

１
段
ず
つ
袖
キ
リ
コ
が
登
っ
て
い
く
。
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
運
行
だ
け
に
、
無
事
登
り
き
る

と
見
物
人
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
る
。

　

１
番
の
袖
キ
リ
コ
が
登
り
始
め
て
か
ら
約
2

時
間
30
分
、
す
べ
て
の
袖
キ
リ
コ
が
無
事
に
神

社
に
集
り
、
1
基
ず
つ
お
祓は
ら

い
を
受
け
た
。

能
登
町
祭
り
歳
時
記  

〜
小
木
袖
キ
リ
コ
祭
り
編
〜

　

能
登
町
農
業
委
員
会
は
現
在
22
人
（
公
選

15
、
選
任
７
）
で
組
織
さ
れ
、
農
地
の
有
効
利

用
、
農
業
経
営
の
合
理
化
の
推
進
な
ど
を
職
務

と
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
来
年
7
月
の
任
期
満
了

を
前
に
、今
一
度
相
互
の
親
睦
と
見
聞
を
広
め
、

停
滞
気
味
と
い
わ
れ
て
い
る
能
登
町
農
政
の
活

性
化
の
手
が
か
り
に
し
た
い
と
の
思
い
で
、
8

月
末
に
秋
田
県
八
郎
潟
干
拓
事
業
の
現
地
視
察

を
メ
イ
ン
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
視
察
先
は
、
秋
田
県
花
き
種
苗
セ
ン

タ
ー
。『
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た
』
の
愛
称
で

呼
ば
れ
る
物
産
館
、
観
賞
温
室
、
花
の
広
場
な

ど
が
隣
接
し
た
施
設
で
、
県
内
の
花
き
栽
培
農

家
へ
優
良
種
苗
を
低
価
格
で
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
秋
田
県
が
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
9
年
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
、
現
在
、

ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
を
中
心
に
40
種
類
、
生
産
農

家
の
３
割
に
当
た
る
年
間
４
０
０
万
本
の
苗
を

供
給
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

約
８
㌶
の
敷
地
は
種
苗
の
生
産
施
設
、
実
証

展
示
施
設
、
観
賞
展
示
施
設
の
３
部
門
か
ら
な

り
、
特
に
観
賞
展
示
施
設
の
『
花
の
広
場
』
は

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の
観
光
客
や
親

子
連
れ
等
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

世
紀
の
大
事
業
と
い
わ
れ
る
八
郎
潟
干
拓
事

業
。
翌
日
は
一
番
の
目
的
地
で
あ
る
大
潟
村
干

拓
博
物
館
と
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
見
渡
す

限
り
の
農
地
、
果
て
し
な
く
続
く
直
線
道
路
、

当
時
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
例
を
見
な
い
大
規
模

農
業
、
大
型
機
械
農
法
に
よ
り
将
来
の
日
本
農

業
の
モ
デ
ル
的
存
在
を
目
指
し
た
大
潟
村
。
減

反
政
策
当
初
、
マ
ス
コ
ミ
が
こ
ぞ
っ
て
取
り
上

げ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
20
年
の
歳
月
と

８
５
０
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ
て
の
１
万
５

千
㌶
強
の
干
拓
、
そ
し
て
１
筆
１
・
２
㌶
区
画

の
農
地
は
圧
倒
的
な
迫
力
で
し
た
。

　

農
業
委
員
は
来
年
7
月
で
任
期
満
了
を
迎

え
、
そ
の
後
は
公
選
3
人
の
減
員
と
な
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
現
地
調
査
な
ど

に
お
け
る
委
員
1
人
当
た
り
の
担
当
範
囲
が
広

が
り
、
関
係
者
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
ま

で
以
上
に
職
務
を
自
覚
し
、
夢
の
あ
る
農
政
を

実
現
す
る
た
め
関
係
機
関
一
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羽根万象先生追悼展

「
女
流
作
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の
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」
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和
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年
制
作

〈期　間〉11 月 1日㈭～ 30 日㈮　月曜日は休館
〈開　館〉9:00 ～ 17:30（入館は 16:30 まで）
〈入場料〉町民の方に限り無料

ー羽根万象美術館ー

　８月８日に 88歳で逝去された名誉町民・羽根万象
先生（宇出津出身、日本画家）を偲び、羽根万象美術
館では 11月に追悼展を開催します。
　期間中は、町民の方に限り入場無料です。ぜひ足を
運び先生の力強い作品をご覧ください。

問羽根万象美術館（遠島山公園内）
　☎ 62-3669

　9月 21 日、羽根万象先生のご遺族である伊藤たみ
子さん、佐久間エリ子さん（神奈川県藤沢市）から「能
登町の文化発展のため」に 10万円の寄付がありまし
た。ご厚志に報いるよう大切に使わせていただきます。



Event  of  Town

11 曲を披露した「宇出津ブラスバンズ」

賑わう商店街に溢れる笑顔
第 18回商店街まつり「歩行者天国」

　宇出津新町商店街の商店街まつり「歩行者天国」が 9月 15

日に行われました。商店街の活性化を目的に「お斉市」に合わ

せて毎年行われるこのイベントも、今年で 18回目を迎えまし

た。整備された広場に設けられたステージでは、能登町太鼓連

響 6団体の演舞やブラスバンド演奏、ジャザサイズなどが披露

され訪れた観客を楽しませました。

　夕方からは 8人が熱唱したカラオケ大会や、歌手の三田結香

さんの歌謡ショーが行われるなど、商店街は夜遅くまで賑わい

をみせていました。

　松波城跡庭園跡は県指定の史跡で、昭和 55年の発掘調査に

より枯山水遺構と礎
そせ き

石建物跡で構成されることが明らかになっ

ています。町では今年度、礎石建物跡について規模などの確認

をするために調査区を拡張して発掘調査を行いました。

　9月 9 日には現地説明会が行われ、地元の人や関係者ら約

25 人が集まりました。今回の調査で、礎石建物は枯山水とほ

ぼ同時期に造られたことが判明し、出土品などから 16世紀後

半のものである可能性が高いことが示されました。来年度は枯

山水遺構の調査を行い、庭園跡の全容を解明していきます。

城跡に刻まれた畠山家の文化
松波城跡庭園跡発掘調査報告

　9月議会定例会の町政一般質問が行われた 9月 12 日、柳田

中学校の 3年生 31 人が議会を見学に訪れました。見学は地方

自治について学んでいる公民の授業の一環で、社会科の広沢孝

俊教諭が「教科書の知識と自分たちの生活を結びつけてほしい」

と引率しました。

　一般質問では中学生議会開催の提案や学校給食での地産地消

の取り組みについての質問が出ました。生徒たちは、自分たち

にとっても身近な問題が議会でやりとりされる様子を熱心に聞

き入っていました。

傍聴席で真剣に耳を傾ける生徒

地方自治に関心深める
柳田中学校 3年生が議会を見学

婦人会のみなさんのもてなしを受ける参加者

宇出津地区敬老会

　敬老の日の 9月 17 日、宇出津地区の敬老会が役場能都庁舎

で開催されました。満 80 歳以上の対象者 454 人のうち 170

人が参加し、婦人会のみなさんが用意した料理を囲みながら懐

かしい会話や近況などを歓談しました。アトラクションでは、

子どもたちによるよさこい演舞、大正琴、民謡・民舞やフラダ

ンスなどが披露され、手拍子を打ったり一緒に歌ったりして楽

しんでいました。

　能登町の敬老会対象者は全体で約 2,436 人、敬老会は 9月か

ら 10月にかけて町内 20地区で開催されました。

長寿を祝い、健康に感謝

遺跡を囲み説明を受ける関係者

ダムの完成と永久の安泰を祈願
北河内ダム定礎式

　9月 16 日、北河内ダムの定礎式が五十里地内のダム建設現場で行われま

した。定礎式は、これまでの工事の無事を祝い今後の工事の安全やダムの永

久の安定などを祈願して礎石を埋め込むもので、式典には県や建設事業者、

地元関係者ら約 200 人が出席しました。

　礎石は宇出津酒垂神社曳山保存会のメンバーによる木遣り唄に合わせて搬

入され、鎮定（ちんてい）、齋鏝（いみごて）、齋槌（いみづち）の儀式でダ

ムと結合されました。また、五十里と北河内など岩井戸地区出身の小学生 14

人が願い事を記したメモリアルストーンも一緒に埋め込まれました。

　最後は柳田保育所園児が加わってくす玉が割られ、持木町長の音頭でダム

式の万歳三唱をして無事に閉式となりました。

写真上：タワークレーンに吊られたくす玉を割り、定
礎を祝う関係者
写真右：自分が書いた願い事を発表し、メモリアルス
トーンを掲げる地元出身の児童
写真下：鎮定（ちんてい）の儀で礎石の周りにモルタ
ルを流し込む谷本県知事と持木町長
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